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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第２四半期
連結累計期間

第41期
第２四半期
連結累計期間

第40期
第２四半期
連結会計期間

第41期
第２四半期
連結会計期間

第40期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 41,588,35040,689,15021,297,97521,187,67482,016,298

経常利益（千円） 1,482,1141,501,7721,002,7761,057,8692,844,996

四半期（当期）純利益（千円） 653,633 422,204 407,069 206,1171,524,893

純資産額（千円） ― ― 20,660,65921,512,91221,301,257

総資産額（千円） ― ― 27,502,31828,372,39828,246,194

１株当たり純資産額（円） ― ― 2,090.802,182.002,158.15

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
66.10 42.79 41.18 20.90 154.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） ― ― 75.1 75.8 75.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
839,5391,738,822 ― ― 2,602,299

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△458,674△23,688 ― ― △287,033

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△486,464△428,343 ― ― △963,845

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
― ― 6,813,5359,557,3458,270,555

従業員数（人） ― ― 1,314 1,293 1,278

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社（カネ美食品株式会社）及び当社の関係会社（子会社２社及びその

他の関係会社１社）が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、関係会社における異動もありま

せん。

　

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,293(5,541)

（注）　従業員数は就業人員であり、（　）内は外数でサポート社員の平成22年９月30日現在の在籍人員とパート

タイマー及びアルバイトのそれぞれ１人当たり１日８時間換算による当第２四半期連結会計期間の月平

均人員を合計したものであります。

（2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,264(5,426)

（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、（　）内は外数でサポート社

員の平成22年９月30日現在の在籍人員とパートタイマー及びアルバイトのそれぞれ１人当たり１日８時

間換算による当第２四半期会計期間の月平均人員を合計したものであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

テナント事業（千円） 10,279,346 ―

外販事業（千円） 10,800,879 ―

報告セグメント計（千円） 21,080,226 ―

その他（千円） 176,570 ―

合計（千円） 21,256,796 ―

（注）１．金額は販売価額によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（2）商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

外販事業（千円） 54,133 ―

合計（千円） 54,133 ―

（注）１．金額は仕入価額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（3）受注状況

　当社グループは、外販事業及びその他の事業において、受注生産を行っておりますが、翌日に製造し出荷してお

りますので、受注状況についての記載は省略しております。
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（4）販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

製品         

テナント事業（千円） 10,279,346 ―

外販事業（千円） 10,656,835 ―

小計（千円） 20,936,182 ―

商品         

外販事業（千円） 73,456 ―

小計（千円） 73,456 ―

役務収益         

外販事業（千円） 273 ―

小計（千円） 273 ―

報告セグメント計（千円） 21,009,912 ―

その他（千円） 177,761 ―

合計（千円） 21,187,674 ―

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販

売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第2四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第2四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円）
総販売実績に対す
る割合（％）

金額（千円）
総販売実績に対す
る割合（％）

㈱サークルＫサンクス 9,621,303 45.1 9,438,769 44.5

ユニー㈱ 9,519,830 44.6 9,586,759 45.2

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

カネ美食品株式会社(E03358)

四半期報告書

 5/29



２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、海外経済の減速や円高を背景として輸出が頭打ちとなり、

緩やかに続けてきた回復ペースは鈍化しました。

当社グループを取り巻く中食業界においては、食料支出に占める中食比率が低調に推移しており、総量的な需要

は依然として伸び悩んでおります。

当社グループは、このような経営環境の中において、創業時から培った企業理念、価値観の共有化を今一度図り

直すとともに、業績の改善及び収益基盤の強化に注力してまいりました。

　

当社グループ及び報告セグメントの当第２四半期連結会計期間の業績は、以下のとおりであります。

　

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。

これに伴い、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを以下のとおり、「テナント事業」「外販事業」の２

つの区分に変更しております。
　

報告セグメント区分 主要な内容

テナント事業
当社が、スーパーマーケット等に総合惣菜店舗、寿司専門店舗及び洋風惣菜店舗

を出店し、寿司・惣菜等の製造、販売を行っております。

外販事業
当社が、コンビニエンスストアの加盟店向けに弁当・おにぎり・惣菜等の製造、

納品を行っております。

　①　売上高（セグメント間の内部売上高を除く。）

当第２四半期連結会計期間の売上高は、前年同期間と比べ0.5％減収の211億87百万円となりました。

テナント事業においては、創作寿司や洋風感覚の寿司を提供する寿司専門店を１店舗出店し、既存の総合惣菜

店舗５店舗を改装しました。その一方で総合惣菜３店舗、寿司専門店４店舗の計７店舗の退店を行いました。

販売面では、第１四半期に引き続いて「ユニー40周年記念特別セール」への参画や「お客様感謝セール」を

実施し、販売促進に努めてまいりました。

　これらにより、テナント事業の売上高は、102億79百万円となりました。

　外販事業においては、お値打ち弁当の「おてごろシリーズ」や中間価格帯のお得感、ボリューム感のある「なる

ほど弁当シリーズ」を投入しました。

また、「手巻き・直巻きおにぎり100円セール」を実施したほか、従来の手巻きおにぎりの具材の量目や価格

を見直すリニューアルを実施しました。

これらにより、一時的な売上高の増加は図れたものの、その他においては伸び悩み、外販事業の売上高は107億

30百万円となりました。
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　②　営業利益

当第２四半期連結会計期間の営業利益は、前年同期間と比べ4.6％増益の10億14百万円となりました。

テナント事業においては、第１四半期に引き続いて仕入から製造、販売に至るまでの極め細かな運営に努めて

まいりました。加えて、不採算店舗の撤退効果もあり、テナント事業のセグメント利益は７億17百万円となりま

した。

外販事業においては、労務費、経費の低減を図り、コストは概ね計画通りにコントロールされたものの、売上高

が減少したことが大きな要因となり、外販事業のセグメント利益は２億88百万円となりました。

　

　③　経常利益

当第２四半期連結会計期間の経常利益は、上述の要因等により、前年同期間と比べ5.4％増益の10億57百万円

となりました。

　

　④　特別損失

　当第２四半期連結会計期間において、投資有価証券評価損３億99百万円を特別損失として計上しました。　

　

⑤　四半期純利益

当第２四半期連結会計期間の四半期純利益は、法人税等の負担額が前年同期間と比べ２億49百万円増加した

ことにより、前年同期間と比べ49.3％減益の２億６百万円となりました。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同期間末に比べ

27億43百万円増加し、95億57百万円となりました。

　

　①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によって得られた資金は、前年同期間と比べ１億19百万円多い11億14百万円となりました。

この主な要因は、税金等調整前四半期純利益が前年同期間と比べ49百万円増加したことと賞与引当金の増減

額による資金の増加が46百万円あったことなどによります。

 

　②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によって得られた資金は、１億37百万円（前年同期間は２億69百万円の資金の支出）となりました。

この主な要因は、定期預金の払戻しによる収入の３億円と有形固定資産の取得による支出が、前年同期間と比

べ１億８百万円少ない１億61百万円であったことなどによります。

　

　③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によって使用した資金は、前年同期間に比べ85百万円少ない68百万円の資金を支出しました。

この主な要因は、長期借入金の返済による支出が前年同期間と比べ84百万円少ない40百万円であったことによ

ります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

　

EDINET提出書類

カネ美食品株式会社(E03358)

四半期報告書

 7/29



第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

なお、前四半期連結会計期間末に実施中又は計画中であった重要な設備の新設、拡充について、当第２四半期連結

会計期間に完了した主なものは、次のとおりであります。

事業所名 設備の内容 セグメントの名称 金額（千円） 完成(取得)年月

ＧＯＴＥＮ福釜 新設 テナント事業 5,144平成22年９月

平針店他４店舗 改装 テナント事業 20,074
平成22年７月～

平成22年９月

アピタ緑店他15店舗 生産設備の更新 テナント事業 8,529
平成22年７月～

平成22年９月

岡崎工場他13工場 生産設備の更新 外販事業 63,387
平成22年７月～

平成22年９月

（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
(平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 10,000,000 10,000,000 ― ―

（注）　第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱであります。

なお、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱは、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、新た

に開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所Ｊ

ＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

― 10,000,000 ― 2,002,262 ― 2,174,336
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ユニー株式会社 愛知県稲沢市天池五反田町１番地 2,075 20.75

三輪亮治 名古屋市緑区 1,200 12.00

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山二丁目５番１号 800 8.00

三輪幸太郎 名古屋市緑区 609 6.09

株式会社サークルＫサンクス 愛知県稲沢市天池五反田町１番地 487 4.87

三輪信昭 名古屋市天白区 467 4.67

株式会社水谷海苔店 名古屋市中村区名駅五丁目24番12号 286 2.86

株式会社昭和 名古屋市熱田区明野町２番３号 228 2.28

カネ美食品共栄会 名古屋市天白区中坪町90番地 226 2.26

テーブルマーク株式会社 香川県観音寺市坂本町五丁目18番37号 207 2.07

計 ― 6,591 65.91
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 140,700 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,830,500 98,305 ―

単元未満株式 普通株式 28,800 ― ―

発行済株式総数 10,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 98,305 ―

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

カネ美食品㈱
名古屋市天白区中
坪町90番地

140,700 ― 140,700 1.40

計 ― 140,700 ― 140,700 1.40

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 2,650 2,638 2,634 2,639 2,659 2,690

最低（円） 2,581 2,570 2,600 2,600 2,601 2,620

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,757,510 7,470,733

売掛金 3,413,033 3,725,953

有価証券 799,835 799,821

商品及び製品 20,140 11,519

仕掛品 86,033 85,414

原材料及び貯蔵品 401,942 411,480

繰延税金資産 398,557 430,074

その他 281,911 210,469

流動資産合計 14,158,966 13,145,466

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 4,874,289

※
 5,035,346

機械装置及び運搬具（純額） ※
 1,783,036

※
 1,868,689

土地 4,543,800 4,543,800

その他（純額） ※
 316,947

※
 325,641

有形固定資産合計 11,518,074 11,773,477

無形固定資産 250,408 262,841

投資その他の資産

投資有価証券 1,611,100 1,848,367

繰延税金資産 497,350 578,174

長期預金 － 300,000

その他 336,499 346,316

貸倒引当金 － △8,450

投資その他の資産合計 2,444,950 3,064,408

固定資産合計 14,213,432 15,100,727

資産合計 28,372,398 28,246,194
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,274,964 2,422,385

1年内返済予定の長期借入金 41,000 194,700

未払法人税等 666,400 264,100

賞与引当金 726,300 865,900

その他 2,266,205 2,416,690

流動負債合計 5,974,869 6,163,775

固定負債

退職給付引当金 643,278 565,871

資産除去債務 39,501 －

負ののれん 28,097 36,526

長期未払金 131,531 131,531

その他 42,208 47,232

固定負債合計 884,616 781,161

負債合計 6,859,485 6,944,936

純資産の部

株主資本

資本金 2,002,262 2,002,262

資本剰余金 2,174,336 2,174,336

利益剰余金 17,678,169 17,502,718

自己株式 △410,458 △381,920

株主資本合計 21,444,309 21,297,397

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 68,602 3,859

評価・換算差額等合計 68,602 3,859

純資産合計 21,512,912 21,301,257

負債純資産合計 28,372,398 28,246,194
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 41,588,350 40,689,150

売上原価 35,970,794 35,115,846

売上総利益 5,617,555 5,573,303

販売費及び一般管理費 ※
 4,224,837

※
 4,168,647

営業利益 1,392,718 1,404,656

営業外収益

受取利息 3,813 2,044

受取配当金 22,968 27,458

負ののれん償却額 8,429 8,429

不動産賃貸料 15,728 15,344

補助金収入 26,686 7,310

その他 22,198 42,405

営業外収益合計 99,825 102,992

営業外費用

支払利息 4,035 711

不動産賃貸原価 5,156 4,596

その他 1,237 567

営業外費用合計 10,428 5,875

経常利益 1,482,114 1,501,772

特別利益

固定資産売却益 － 1,944

投資有価証券売却益 － 312

特別利益合計 － 2,256

特別損失

固定資産売却損 426 175

固定資産除却損 15,440 23,964

減損損失 13,024 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,197

投資有価証券売却損 － 28

投資有価証券評価損 387,549 399,319

会員権評価損 7,600 －

その他 － 50

特別損失合計 424,040 441,734

税金等調整前四半期純利益 1,058,074 1,062,294

法人税、住民税及び事業税 295,583 626,525

法人税等調整額 108,857 13,564

法人税等合計 404,440 640,090

少数株主損益調整前四半期純利益 － 422,204

四半期純利益 653,633 422,204
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 21,297,975 21,187,674

売上原価 18,239,935 18,052,372

売上総利益 3,058,040 3,135,302

販売費及び一般管理費 ※
 2,088,933

※
 2,120,898

営業利益 969,106 1,014,403

営業外収益

受取利息 1,913 1,098

受取配当金 － 5,940

負ののれん償却額 4,214 4,214

不動産賃貸料 7,864 7,552

補助金収入 11,525 －

リサイクル委託費用返戻金 － 16,181

その他 12,938 10,878

営業外収益合計 38,455 45,866

営業外費用

支払利息 1,813 217

不動産賃貸原価 2,577 2,178

その他 395 5

営業外費用合計 4,786 2,401

経常利益 1,002,776 1,057,869

特別利益

固定資産売却益 － 762

投資有価証券売却益 － 312

特別利益合計 － 1,075

特別損失

固定資産売却損 72 140

固定資産除却損 6,647 15,312

減損損失 13,024 －

投資有価証券売却損 － 28

投資有価証券評価損 387,549 399,319

会員権評価損 400 －

その他 － 50

特別損失合計 407,693 414,851

税金等調整前四半期純利益 595,082 644,093

法人税、住民税及び事業税 131,995 426,484

法人税等調整額 56,017 11,490

法人税等合計 188,012 437,975

少数株主損益調整前四半期純利益 － 206,117

四半期純利益 407,069 206,117
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,058,074 1,062,294

減価償却費 623,921 548,028

減損損失 13,024 －

負ののれん償却額 △8,429 △8,429

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,197

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △8,450

賞与引当金の増減額（△は減少） △186,300 △139,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） 50,110 77,406

長期未払金の増減額（△は減少） △16,796 －

受取利息及び受取配当金 △26,782 △29,502

支払利息 4,035 711

固定資産売却損益（△は益） 426 △1,768

固定資産除却損 7,452 16,947

投資有価証券売却損益（△は益） － △283

投資有価証券評価損益（△は益） 387,549 399,319

会員権評価損 7,600 －

売上債権の増減額（△は増加） 310,297 314,326

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,728 296

未収入金の増減額（△は増加） △25,745 30,372

仕入債務の増減額（△は減少） △209,380 △147,421

その他の流動資産の増減額（△は増加） △92,916 △109,572

その他の固定資産の増減額（△は増加） △3,476 14,086

未払費用の増減額（△は減少） △15,741 △49,987

未払消費税等の増減額（△は減少） △180,460 △14,528

その他の流動負債の増減額（△は減少） △214,647 △50,970

その他の固定負債の増減額（△は減少） △874 △5,024

その他 － 416

小計 1,496,670 1,916,864

利息及び配当金の受取額 26,755 29,518

利息の支払額 △3,964 △693

法人税等の支払額 △679,921 △206,868

営業活動によるキャッシュ・フロー 839,539 1,738,822
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 300,000

有形固定資産の取得による支出 △455,386 △303,696

有形固定資産の売却による収入 726 2,686

投資有価証券の売却による収入 － 1,751

長期貸付金の回収による収入 160 160

投資その他の資産の増減額（△は増加） △4,175 △24,589

投資活動によるキャッシュ・フロー △458,674 △23,688

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △249,600 △153,700

自己株式の取得による支出 △39,290 △28,538

配当金の支払額 △197,573 △246,105

財務活動によるキャッシュ・フロー △486,464 △428,343

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △105,600 1,286,790

現金及び現金同等物の期首残高 6,919,135 8,270,555

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,813,535

※
 9,557,345
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【四半期連結財務諸表作成の基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞ

れ1,178千円、税金等調整前四半期純利益は19,375千円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は39,085

千円であります。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している減価償却費の算定方法については、当連結会計年

度に係る年間償却額を期間按分して算定しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は14,694,816千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は14,358,601千円であ

ります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃配送費 1,778,145千円

従業員給与・賞与 823,083

賞与引当金繰入額 117,095

退職給付費用 29,112

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃配送費 1,705,114千円

従業員給与・賞与 834,658

賞与引当金繰入額 123,729

退職給付費用 33,935

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃配送費 900,478千円

従業員給与・賞与 407,335

賞与引当金繰入額 53,867

退職給付費用 12,967

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃配送費 878,740千円

従業員給与・賞与 418,464

賞与引当金繰入額 63,846

退職給付費用 16,959

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定

有価証券勘定

6,313,765千円

499,769

現金及び現金同等物 6,813,535

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定

有価証券勘定

8,757,510千円

799,835

現金及び現金同等物 9,557,345
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　10,000千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 140千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月18日
定時株主総会

普通株式 246,753 25平成22年３月31日平成22年６月21日利益剰余金

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 197,185 20平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
テナント事業
（千円）

外販事業
（千円）

炊飯事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売
上高

10,206,07811,088,5123,38421,297,975 ― 21,297,975

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 228,536178,773407,309△407,309 ―

計 10,206,07811,317,048182,15721,705,284△407,30921,297,975

営業利益 553,746608,166 8,1101,170,023△200,916969,106

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
テナント事業
（千円）

外販事業
（千円）

炊飯事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売
上高

19,851,18921,731,9765,18441,588,350 － 41,588,350

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 444,388343,657788,046△788,046 －

計 19,851,18922,176,364348,84242,376,396△788,04641,588,350

営業利益 972,360874,108 11,8261,858,296△465,5771,392,718

（注）１．事業区分の方法

事業は、事業の種類及び性質等を考慮して区分しております。

２．各事業の主な内容

事業区分 主要な事業の内容

テナント事業
スーパーマーケット等へのチェーン店舗出店を行い、寿司・惣菜等を製造・
加工し、販売を行っております。

外販事業
弁当・おにぎり・惣菜等を製造・加工し、コンビニエンスストア加盟店舗へ
納品を行っております。

炊飯事業
炊飯及び寿司飯等の製造を行い、当社のテナント事業及び得意先へ納品を
行っております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該

当事項はありません。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）において、海外売上高がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、弁当・寿司・おにぎり・惣菜等の製造、販売を主たる業務としており、「テナント事業」「外販事

業」の２つを報告セグメントとしております。

「テナント事業」は、当社がスーパーマーケット等に総合惣菜店舗、寿司専門店舗及び洋風惣菜店舗を出店

し、寿司・惣菜等の製造、販売を行っております。

「外販事業」は、当社がコンビニエンスストアの加盟店向けに弁当・おにぎり・惣菜等の製造、納品を行っ

ております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

 

報告セグメント
その他

　（千円）
（注）１　

合計
（千円）　

調整額
（千円）　
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）　
 

テナント
事業
（千円)　

外販事業
（千円）　

計
（千円）　

売上高        

外部顧客への

売上高
19,692,08720,643,99140,336,079353,07040,689,150― 40,689,150

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 346,859346,859711,8491,058,709△1,058,709 ―

計 19,692,08720,990,85140,682,9381,064,92041,747,859△1,058,70940,689,150

セグメント利益 1,105,548289,6301,395,17930,6271,425,806△21,1501,404,656

　

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

 

報告セグメント
その他

　（千円）
（注）１　

合計
（千円）　

調整額
（千円）　
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）　
 

テナント
事業

（千円）　

外販事業
（千円）　

計
（千円）　

売上高        

外部顧客への

売上高
10,279,34610,730,56521,009,912177,76121,187,674― 21,187,674

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 180,830180,830381,784562,615△562,615 ―

計 10,279,34610,911,39621,190,743559,54621,750,289△562,61521,187,674

セグメント利益 717,478288,6371,006,11515,7381,021,854△7,4501,014,403

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、炊飯事業及び外食事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額には、人事及び経理財務部門等の管理部門に係る全社費用の内、各報告セグメ

ントに配分していない費用等が含まれており、当第２四半期連結累計期間の△21,150千円には22,725千

円、当第２四半期連結会計期間の△7,450千円には7,861千円がそれぞれ含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,182.00円 １株当たり純資産額 2,158.15円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 66.10円 １株当たり四半期純利益金額 42.79円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

同左

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 653,633 422,204

普通株式に係る四半期純利益（千円） 653,633 422,204

期中平均株式数（千株） 9,888 9,865

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 41.18円 １株当たり四半期純利益金額 20.90円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

同左

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 407,069 206,117

普通株式に係る四半期純利益（千円） 407,069 206,117

期中平均株式数（千株） 9,884 9,862

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

平成22年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………197,185千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月６日

　（注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

    

   平成２１年１１月９日

カネ美食品株式会社    

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松井　夏樹　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加藤　克彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネ美食品株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カネ美食品株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

    

   平成２２年１１月９日

カネ美食品株式会社    

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松井　夏樹　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加藤　克彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネ美食品株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カネ美食品株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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